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根室産水産物の輸出促進に係る海外販売促進活動の実施報告書 

 

平成２８年９月１５日 

    根室市総合政策部   

１．実施概要 

ベトナム市場における根室産水産物の認知度の向上のため、根室市と根室市ア

ジア圏輸出促進協議会（構成：根室水産協会、根室商工会議所、各漁業協同組合、

根室金融協会、根室市）は、現地の取引先や末端店舗などを対象に商談会の出展

や企業訪問等による販売促進活動した。これにより根室市企業の輸出の促進を支

援するもの。 

 

２．対象エリア 

ベトナム社会主義共和国（ハノイ市、ホーチミン市） 

 

３．実施期間 

平成２８年８月２９日（月）から９月１日（日）まで ４日間 

 

４．調査に伴う出張期間と担当職 

（１）出張期間： 平成２８年８月２８日（日）から９月２日（金）まで 

（２）派遣者：  根室市アジア圏輸出促進協議会 副会長 廣田秀樹 

         ほか事務局員２名 

 

５．総括 

昨年も出展したベトナムでの商談会においては、ＰＲ商品のうち現地で安定的に流

通しているのは冷凍サンマのみであったが、１年が経過し、現在では、サンマ、鮭、

真鱈の加工品が現地大都市の市場で着実にマーケットを獲得し、販売できるようにな

ったため、今年の商談会ではＰＲ商品を小ロットで仕入れたい料理店や規模が小さい

流通業者などに販売先を紹介することができるようになり、根室産品がさらにベトナ

ム国内で市場占有率を拡大できることを期待しています。 

これは、所得が高いベトナムの一部消費者の中に出ている安全・安心な加工食品の

需要に対して、根室産水産加工食品がいち早く市場参入することができ、ベストなタ

イミングでマッチングしていることと思われます。 

今後、ベトナム国民の所得がより高くなることが見込まれ、ベトナム消費者のニー

ズを把握することが可能な現地商談会に参加される日本の中小企業が年々増えてお

り、商品マッチングなどを積極的に実施する取り組みが商談会で見受けられました。 

根室の商品に関して、冷凍サンマをはじめ、冷凍サンマと一緒に混載できる冷凍加

工品が徐々に市場参入を始めており、今後は常温で保存できる商品についても単独で

のコンテナ輸出を可能とするため、根室市内企業においては、現地商談会等への積極

的な参加など商品ＰＲに力を注ぐことにより、多くの根室産水産物が現地の小売り店
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舗の商品棚で陳列される可能性が十分にあると実感しました。なお、海外販売促進活

動の詳細については以下のとおり 

 

６．実施内容 

（１）ベトナムにおける食品輸出商談会を通じて現地バイヤーに対して根室産水産物

水産食品のＰＲ 

  ８月３０日にハノイのシェラトンホテルでジェトロ主催の日本産農水産物・食品

輸出商談会が行われた。日本から来た３０社が商品展示・商談ブースを設け、現地

の輸入業者、百貨店、小売店、レストラン、ホテルなどのバイヤー４０社程度が各

ブースを自由に回る方式で商談が行われた。 

  根室市アジア圏輸出促進協議会のブースにおいては、根室産冷凍サンマをはじめ、

小売り店舗向けに販売用少量でパッケージされたサンマの加工品、イクラ、鮭フレ

ーク、真鱈の加工品などと根室から直送された常温のレトルト食品・缶詰の加工品

などと合わせて、２０品程度の商品が展示された。 

１３時３０分から１７時３０分までの開場時間に、バイヤー１０社がブースに来

訪した。来訪者の業種内訳については、輸入・流通業者が４社、水産物小売店・日

本料理店が６社である。そのうち、日本食料理店については、１店舗のみならず複

数店舗を展開している店舗も見受けられ、寿司店４店舗を展開している企業や、シ

ー・フード小売店及びレストランを６店舗展開している企業もブースに来訪した。 

バイヤーは根室産水産物の商品を試食し、冷凍サンマ、イクラ、辛子明太子、昆

布などにおいて、ハノイ市内で購入できる商品の仕入先について問い合わせがある

など高い興味を示した。当市としては商談会の後、これらの日本料理店の連絡先を

ハノイの得意先に紹介した上で、根室産水産物の商品の営業をしてもらうよう進め

ており、今後の広がりが期待されます。 

根室産サンマについては、商談会へ訪れた日本料理店舗ではまだ提供されていな

いことから、根室産サンマの持つ品質や価値について正確に伝えながら、今後、普

及するよう、これらの商談会を通じた役割が期待されています。 

今回、ハノイの商談会に参加されたバイヤーは、根室産水産物の商品を扱って頂

けそうなバイヤーが、輸入・卸業者、スーパー・マーケットなどを中心に、参加バ

イヤーリストには数多く登載されておりましたが、実際に根室市のブースを訪れた

バイヤーの数は４社であり、そのほとんどが主に根室市内企業と既に取引がある業

者でした。 

 

９月１日にホーチミン市でジェトロ主催の商談会も行われました。会場には、根

室市アジア圏輸出促進協議会の廣田副会長も駆けつけられました。ブースは会場中

心に設けられ目立っていたこともあり、ハノイの商談会と比較して数多くのバイヤ

ー１８社が訪れました。そのうち、日本料理店が７社、輸入・流通業者が１１社に

お越し頂き、鮮度が抜群である根室産サンマや瓶詰めイクラ、鮭フレーク、サンマ

の加工品などについて、商品の持つ特徴や調理方法等について次々と質問があり、
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賑わいを見せました。 

 

ホーチミン市で商談会が行われている様子 

 

ハノイ及びホーチミン市の商談会で試食して頂いたバイヤーからは、「根室の商

品が美味しい。扱ってみたい。販売代理店を紹介して欲しい。製品リストと見積書

が欲しい」など、積極的なフィードバックをたくさん頂きました。ただ、「小ロッ

トで直接輸入してみたい」という希望も多く見受けられ、小ロットで根室から直接

輸送すると空輸となりコストが非常に高いことから、価格の面でマッチングしない

ことも懸念されます。 

現在、帰国後においても商談会に参加されたバイヤー４社から商品の引き合いが

あり、市内企業に対して見積書の提示を依頼するほか具体的な商談を進めている状

況にあります。 

 

（２）企業訪問・商品ＰＲ 

８月２９日には、ハノイのＣ社に今まで紹介していない常温保存の製品であるサ

ンマフレーク、鮭フレーク、サンマ缶詰、珍味、昆布などのサンプルを届け、商品

を紹介・ＰＲしました。少量のレトルトパッケージされた商品や常温のフレークな

どは見た目がきれいで、有望的な製品シリーズであるとのコメントを頂きました。

缶詰商品に関して、保存期間が長く扱いやすいこともあるが、ラベルの印字や表示

されている製品のイメージをより工夫することで、より販売しやすくなるのではな

いかという意見もありました。また、昆布商品に関しては、最近は日本式離乳食ブ

ームがベトナム若い母親たちの中で流行っていることから、ダシ用昆布としての需

要があることが分かりました。また、今回、提供したサンプル（１５０ＧＲ）より

３分の１（５０ＧＲ）程度の量で小分けした方が商品単価は安くなり、短期間で使

い切ることができるので、一般消費者から見ると買いやすくなるのではないかとの
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コメントもありました。 

Ｃ社で新商品を紹介した後、親会社であるグループ会社が運営しているＤスーパ

ー・マーケット全店の水産売場の各担当者を集めて、本年９月に根室から初めて輸

入したイワシの解凍方法と調理方法について説明しました。解凍方法とともに根室

産イワシの特徴なども詳しく紹介できました。ベトナム料理で出来るから揚げ、ト

マト煮、煮付け、塩焼きなど５品の調理方法を紹介し、各担当者に根室産イワシの

美味しさを実感してもらいました。 

 

  

Ｄスーパー・マーケットでイワシの調理法を監修している様子 

 

当日の夜に、Ｃ社の社長と輸入担当者と夕食会があり、来年１月にＤスーパー・マ

ーケットの比較的規模が大きい３店舗で富裕層向けに根室産サンマの塩焼きを試食

提供するというＰＲ企画についてＣ社から根室市アジア圏輸出促進協議会に対し提

案がありました。現在、Ｄスーパー・マーケットの２５店舗で根室産サンマを販売さ

れているところでありますが、まだまだ、認知度がそれほど高くないということで、

根室市アジア圏輸出促進協議会の協力のもとＰＲすることにより、ハノイ市内の富裕

層の中で根室産サンマをはじめ、根室産水産物ブランドがもっと浸透するのではない

かという考えでありました。 

８月３０日の商談会前の時間を利用して、本年７月に根室を訪問されたＦ社の社長

と顧問、輸入部長の３人とハノイ市内のホテルで懇談しました。社長からは、「根室

産冷凍サンマに興味があるため、見積が欲しい」との強いご希望がありました。また、

「根室産サンマの缶詰は輸入・販売するにあたって、現在ベトナム政府の医療機関に

対する製品の登録手続きが進んでいるため、許可が下り次第、小ロットで常温の混載

貨物サービスを通じて、輸入に取り組む。」との計画を示されました。一方で「ハノ

イ市内において根室産水産物の商品をＰＲし展示・販売する店舗を運営したいとの考
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えを持っており、根室の各業者と独占販売契約を結びたい」とのご意向を伺いました。 

８月３１日午前中には、ホーチミン市内で既に根室企業との取引があったＥ社を訪

問しました。Ｅ社は６年前から根室サンマを初めて輸入し、今年は根室へ水揚げされ

た公海サンマを７００トン程度購入しました。Ｅ社は現在公設市場向けに低価格の水

産物の卸し販売チャネルを持っていますが、ベトナムで１番のマーケットシェアー持

つコープマートなどの近代的市場向けや工業団地内食堂のケータリングサービス向

けにも水産物を卸していると言います。 

現在、ホーチミン市の富裕層が多く集まっている７区の住宅団地に立地する高級シ

ョッピングモールの中にあるスーパー・マーケットでＥ社が生鮮食品の売場の空間を

全部借り切り、自社ブランド輸入のオージービーフや水産物などを陳列・販売してい

ます。Ｅ社は「この生鮮食品コーナーでショーケース（サイズ：１９０×９０×１２０

ｃｍ）を利用し、店内ＰＲと一緒に根室産品を丸ごと展示・販売したい。また、可能

であれば、最初の６ヶ月の期間において根室市アジア圏輸出促進協議会の支援で根室

産品を常連客向けに紹介・ＰＲしていきたい」との計画を示しました。 

      

 

          Ｅ社が借り切りした生鮮食品コーナーの水産売場での様子 

根室産サンマの取扱いが今年で５年目となる、ホーチミン市内６店舗、ホーチミン

市の近隣にあるビンズオン省１店舗、ダーナン市１店舗、合わせて８店舗をベトナム

国内で日本料理店を展開しているＢ社を訪問し、オーナーと来年の根室サンマフェア

ーについて意見交換を行いました。オーナー様のご意向では、「根室サンマフェアー

を機にお客様に特別感を提供することが根室産サンマの認知度向上につながること

から、根室産秋刀魚を大きいサイズで提供したい。または、秋刀魚のほか、カニやホ

ッケなどの水産物も一緒に根室水産フェアーとして総合的にＰＲしたい。」との意向

が示されました。 

また「根室サンマは、現在、Ｓ社を通じて、仕入が安定的に出来るようになってい

るため、今後、サンマのメニューに『根室産』と表示し、定番化したい」との意向も

示されました。 


